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右
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後
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平
成
元
年
六
月
二
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

田 
村 

 

元 

殿 

 

提 

出 

者 
 

岡 

崎 

万 

寿 

秀 

 

一 

 



 

障
害
者
の
「
全
面
参
加
と
平
等
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
「
国
際
障
害
者
の
十
年
」
は
、
す
で
に
七
ヵ
年

を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
文
部
省
の
「
学
校
基
本
調
査
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
養
護
学
校
高
等
部
卒
業
者
の
進
路
及
び
就
職
状 

 
 

況
は
、
「
国
際
障
害
者
の
十
年
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
八
三
年
と
昨
年
三
月
で
比
較
す
る
と
、
専
修
学
校
を
含
め 

 
 

た
進
学
率
は
、
一
六
・
三
％
か
ら
七
・
五
％
に
、
就
職
率
は
三
五
・
一
％
か
ら
三
一
・
〇
％
に
と
も
に
大
幅
に
後 

 
 

 
 

退
す
る
一
方
、
無
業
者
が
四
八
・
五
％
か
ら
六
一
・
五
％
に
急
増
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
国
際
障
害
者
年
」
の
め
ざ 

 
 

 

す
べ
き
方
向
に
逆
行
す
る
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。 

「
自
立
し
た
生
活
」
、
「
社
会
へ
の
能
動
的
な
参
加
」
と
い
う
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族
の
切
実
な
願
い
に
応
え
る 

 

た
め
に
、
実
効
あ
る
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
の 

障
害
児
の
卒
業
後
の
社
会
参
加
の
保
障
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

り
こ
え
て
障
害
児
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
に
社
会
参
加
へ
の
道
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
今
年
十
年
を
迎
え 

 

る
養
護
学
校
の
義
務
制
を
真
に
実
り
あ
る
も
の
と
す
る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

一 

さ
き
に
示
し
た
と
お
り
養
護
学
校
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
年
々
悪
化
し
て
い
る
が
、
政
府
は
「
国
際
障
害
者 

 
 

の
十
年
」
の
期
間
に
お
い
て
、
養
護
学
校
卒
業
生
の
進
路
、
社
会
参
加
へ
の
保
障
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
具
体 

 
 

 

的
な
目
標
を
も
っ
て
い
る
の
か
。 

二 

働
く
能
力
と
意
思
、
強
い
希
望
を
も
ち
な
が
ら
も
受
入
れ
企
業
が
な
い
た
め
に
就
職
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な 

 

か
っ
た
卒
業
生
の
事
例
が
、
毎
春
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
養
護
学
校
卒
業
生
を
は
じ
め
障
害
者
の
自
立
と 

 
 

社
会
参
加
を
促
進
す
る
う
え
で
、
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
民
間
企
業
に
障
害 

 
 

者
の
雇
用
義
務
を
き
ち
ん
と
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

1 

八
八
年
の
労
働
省
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
に
お
け
る
障
害
者
法
定
雇
用
率
未
達 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

3 

政
府
は
昨
年
法
定
雇
用
率
を
わ
ず
か
〇
・
一
％
引
き
上
げ
一
・
六
％
と
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は 

2 

す
べ
て
の
民
間
企
業
が
法
定
雇
用
率
一
・
六
％
を
達
成
し
た
場
合
、
新
た
に
何
人
の
障
害
者
雇
用
が
確
保 

 

さ
れ
る
の
か
。
八
九
年
三
月
末
現
在
で
、
全
国
の
職
業
安
定
所
に
求
職
を
希
望
し
て
い
る
障
害
者
は
四
七
、 

 
 

四
〇
二
人
と
聞
い
て
い
る
が
、
大
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
企
業
が
法
定
雇
用
率
を
達
成
す
れ
ば
、
現
在 

 
 

求
職
中
の
障
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
雇
用
へ
の
道
を
ひ
ら
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
さ 

 
 

ら
に
、
雇
用
率
未
達
成
の
都
道
府
県
の
機
関
が
早
急
に
達
成
す
る
た
め
に
い
か
な
る
具
体
的
方
針
を
も
っ
て 

 

い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

成
企
業
は
八
〇
・
五
％
と
平
均
の
四
八
・
五
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
一
九
七
五
年
一
二
月 

 
 

 
に
障
害
者
の
雇
用
率
が
〇
・
五
％
以
下
の
事
業
所
一
一
五
ヵ
所
を
公
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
大
企 

 
 

業
の
う
ち
い
ま
だ
に
障
害
者
の
雇
用
率
が
〇
・
五
％
に
も
満
た
な
い
企
業
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
も
し
あ
る 

 
 

と
す
れ
ば
そ
の
企
業
数
及
び
企
業
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

四 

東
京
都
障
害
児
学
校
教
職
員
組
合
の
調
査
は
、
一
九
八
八
年
三
月
の
都
内
の
養
護
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
う 

 

ち
肢
体
不
自
由
児
校
で
は
一
七
九
名
中
六
一
名
（
三
四
・
一
％
）
、
ち
え
お
く
れ
校
で
は
六
七
五
名
中
二
一
三
名 

 

（
三
一
・
六
％
）
の
卒
業
生
が
民
間
の
い
わ
ゆ
る
小
規
模
作
業
所
に
入
所
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い 

三 

養
護
学
校
卒
業
生
に
就
業
の
道
を
保
障
す
る
う
え
で
、
民
間
企
業
と
り
わ
け
大
企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用 

 

の
促
進
と
と
も
に
、
障
害
の
重
度
化
、
重
複
化
に
応
え
う
る
制
度
の
確
立
が
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
政 

 
 

府
は
、
障
害
の
重
度
化
、
重
複
化
と
い
う
新
た
な
問
題
の
な
か
で
の
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
い
か
な
る
責
任 

 
 

を
も
ち
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

最
低
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
法
定
雇
用
率
は
二
％
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
一
五
％
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス 

 
六
％
、
イ
ギ
リ
ス
三
％
に
比
べ
、
我
が
国
の
法
定
雇
用
率
は
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
。
政
府
は
五
年
ご
と 

 
 

に
こ
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
雇
用
率
の
お
も
い
き
っ
た
引
上
げ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る 

 

が
ど
う
か
。 

六 

 



 

2 

政
府
は
、
一
九
八
七
年
度
か
ら
従
来
の
精
神
薄
弱
者
通
所
援
護
事
業
に
加
え
て
、
身
体
障
害
者
並
び
に
精 

 

神
障
害
者
を
対
象
と
し
た
小
規
模
作
業
所
へ
の
助
成
を
制
度
化
し
、
今
年
度
よ
り
助
成
額
を
若
干
引
き
上
げ 

1 

共
同
作
業
所
全
国
連
絡
会
は
昨
年
、
地
方
自
治
体
等
の
協
力
を
受
け
小
規
模
障
害
者
作
業
所
等
全
国
実
態 

 

調
査
を
行
い
、
全
国
に
二
、
二
三
一
ヵ
所
の
小
規
模
作
業
所
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
今
日
、 

 
 

 

無
認
可
の
小
規
模
作
業
所
に
入
所
し
て
い
る
障
害
者
は
、
法
定
の
通
所
型
授
産
・
更
生
施
設
の
入
所
者
数
を 

 
 

う
わ
ま
わ
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
は
、
こ
う
し
た
小
規
模
障
害
者
施
設
の
果
た
し 

 
 

て
い
る
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

る
。
一
方
、
共
同
作
業
所
全
国
連
絡
会
の
「
加
盟
作
業
所
・
施
設
第
九
次
実
態
調
査
」
は
、
小
規
模
作
業
所
（
共 

 
 

 

同
作
業
所
）
に
通
所
し
て
い
る
障
害
者
の
二
九
・
八
％
を
養
護
学
校
か
ら
の
卒
業
生
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
明 

 
 

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
今
日
、
無
認
可
の
小
規
模
作
業
所
が
養
護
学
校
の
卒
業
生
の
社 

 
 

会
参
加
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割
と
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

七 

 



 

3 

補
助
単
価
と
と
も
に
対
象
施
設
数
が
実
態
と
大
き
く
か
け
は
な
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
小
規
模
作
業 

 

所
に
対
す
る
補
助
対
象
施
設
数
は
、
身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
の
三
つ
の
制
度
を
あ
わ
せ 

 
 

て
、
今
年
度
予
算
化
さ
れ
た
の
は
六
一
七
ヵ
所
分
し
か
な
く
、
二
、
二
〇
〇
ヵ
所
を
こ
え
る
小
規
模
作
業
所 

 
 

の
わ
ず
か
四
分
の
一
で
あ
る
。
仮
に
平
均
的
に
交
付
さ
れ
た
と
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
四
年 

 
 

に
一
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
国
会
で
は
衆
・
参
両
院
に
お
い
て
「
小
規
模
作
業
所
に
対
す
る
国
庫
補
助
制 

 
 

度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
拡
充
し
、
そ
の
交
付
に
際
し
て
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
す
べ
て
の
小
規
模
作 

 
 

業
所
を
対
象
と
す
る
」
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
主
旨
に
従
い
制
度
の
抜
本
的
拡
充
を
速
や
か
に 

た
。
し
か
し
、
一
施
設
当
た
り
年
間
八
〇
万
円
と
い
う
補
助
額
は
「
す
ず
め
の
涙
に
も
み
た
な
い
」
と
い
う
の 

 
 

が
、
小
規
模
作
業
所
を
さ
さ
え
る
家
族
、
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
共
通
の
声
で
あ
る
。
政
府
は
補
助
単
価 

 
 

 

を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
小
規
模
作
業
所
が
そ
の
運
営
に
必
要
と
す
る
予
算
を
年
間
い
く
ら
く
ら
い
と
把
握 

 

し
て
い
る
の
か
。 

八 

 



 

五 

小
規
模
作
業
所
を
は
じ
め
法
定
の
認
可
施
設
に
お
い
て
も
、
そ
こ
で
働
く
障
害
者
の
た
め
の
仕
事
の
確
保 

 
 

は
、
八
〇
年
代
後
半
の
円
高
以
降
い
っ
そ
う
困
難
な
状
況
に
あ
る
。 

3 

同
条
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
購
買
物
品
は
、
「
ほ
う
き
、
は
た
き
、
ぞ
う
き
ん
、
モ
ッ
プ
、 

 
 

 

清
掃
用
ブ
ラ
シ
及
び
封
筒
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
一
九
四
九
年
の
本
法
制
定
以
来
四
十
年
間
、
こ 

2 

一
昨
年
の
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
へ
の
大
幅
な
改
正
の
経
過
を
踏
ま
え
て
も
、
官
公 

 

需
の
優
先
発
注
が
、
身
体
障
害
者
施
設
に
限
ら
れ
、
精
神
薄
弱
者
や
精
神
障
害
者
の
授
産
施
設
が
除
外
さ
れ 

 
 

て
い
る
こ
と
は
、
不
合
理
な
こ
と
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

1 

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
五
条
は
、
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ
た
製
品
に
つ
い
て
官
公
庁
が
優
先
し
て
購 

 

入
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
設
け
ら
れ
た
条
文
で
あ
る
と
理
解
す
る
が
、
本
法
施
行
以
来
今
日
ま
で
に
指
定 

 

し
た
法
人
数
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
官
公
需
の
発
注
実
績
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

九 

 



 

六 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
一
九
八
三
年
に
「
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
雇
用
（
障
害
者
）
に
関
す
る
条
約
」
を
採
択
し

て
い
る
。
障
害
者
の
社
会
参
加
を
拡
大
す
る
う
え
で
同
条
約
の
早
期
批
准
が
求
め
ら
れ
る
が
、
政
府
は
「
国
内 

 
 

法
体
制
の
未
整
備
」
を
理
由
に
い
ま
だ
こ
れ
を
批
准
し
て
い
な
い
。
政
府
は
、
い
か
な
る
条
件
が
整
え
ば
同
条 

 
 

約
を
批
准
す
る
の
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
に
批
准
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

4 

ま
た
、
少
な
く
な
い
小
規
模
作
業
所
が
、
金
額
と
し
て
は
少
な
い
も
の
の
公
共
施
設
の
清
掃
・
管
理
、
ク 

 
 

リ
ー
ニ
ン
グ
や
デ
ー
タ
処
理
な
ど
を
受
注
し
、
実
績
を
あ
げ
て
い
る
が
、
政
府
は
、
こ
う
し
た
実
情
も
よ
り 

 
 

具
体
的
に
把
握
し
、
小
規
模
作
業
所
や
法
定
の
認
可
施
設
へ
の
官
公
需
の
優
先
発
注
を
は
じ
め
、
仕
事
確
保 

 
 

の
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

れ
ら
の
品
目
は
、
い
っ
さ
い
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
も
か
け
は
な
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い 

 
 

 
る
。
神
戸
市
で
は
、
精
神
薄
弱
者
を
含
め
た
特
別
雇
用
制
度
を
確
立
し
、
公
園
清
掃
な
ど
の
分
野
で
も
障
害 

 
 

者
の
優
先
雇
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
例
も
踏
ま
え
、
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

右
質
問
す
る
。 


